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　平成26年度に会員の有志で「みまわり隊」を結成し、地元小学校児
童の登校を見守る活動に取り組んでいます。結成当初は、毎週一回、月
曜日のみの活動でしたが、続けていくうち「雨が降る日、雪が降る日も
危険だから…」とだんだん見守る日が増えていき、今では、毎朝10名の
会員が交差点8ヶ所に立ち続け、誘導、声かけを行っています。
　毎朝の子ども達の元気なあいさつに、私達も元気をもらっています。
何よりうれしかったことは、学校のイベントに招待されたことです。子ど
も達と交流し、楽しいひと時を過ごすことができました。そして、子ども
達から私達一人ひとりに手渡されたお礼のメッセージ入りの感謝状は、
「私達の宝物」となっています。

～のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを～～のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを～

「みまわり
隊」　～子ども見守り活動～「みまわり
隊」　～子ども見守り活動～

大野市 大野長生会第26クラブ
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ 

福
井
県
知
事
　

西
川 

一
誠

　

福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
様
、
新
年

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
健
や

か
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
が
大

野
ま
で
延
伸
し
、
県
内
の
す
べ
て
の
主
要
都
市

が
高
速
道
路
網
に
よ
って
結
ば
れ
ま
し
た
。
北

陸
新
幹
線
は
、
五
年
後
の
敦
賀
開
業
に
向
け
た

準
備
が
着
実
に
進
展
す
る
と
と
も
に
、
小
浜
経
由
で
京
都・大
阪
に
向
か
う
若
狭
ル
ー

ト
も
正
式
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
福
井
の
立
地
条
件
は一段
と
高
ま
り
、
将
来
の

大
き
な
夢
が
描
き
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、開
発
に
何
年
も
の
歳
月
を
か
け
た
美
味
し
い
お
米
の
決
定
版
「
い
ち
ほ
ま
れ
」

が
販
売
を
開
始
し
、
越
前
焼
や
北
前
船
寄
港
地
の
日
本
遺
産
への
認
定
、
海
外
ク
ル
ー

ズ
客
船
の
初
寄
港
、
教
育
総
合
研
究
所
・
博
物
館
の
開
設
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
・

体
力
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
維
持
な
ど
、
幸
福
日
本一の
福
井
を
強
く
発
信
で
き
た
年

に
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
年
は
、
こ
う
し
た
優
れ
た
力
を
土
台
に
、
交
流
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち

づ
く
り
・
観
光
の
加
速
、
幅
広
い
企
業
誘
致
と
人
材
確
保
、
農
業
の
収
益
拡
大
と
国

の
米
政
策
への
対
応
、
環
境
や
健
康
・
医
療
・
福
祉
の
新
た
な
計
画
に
基
づ
く
施
策
の

充
実
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
対
策
を
強
化
し
、
県
勢
の
さ
ら
な
る
躍
進
に
全
力
を

あ
げ
ま
す
。

　

 

そ
し
て
九
月
に
は
、「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
・
障
ス
ポ
」
を
開
催
し
ま
す
。

明
治
維
新
百
五
十
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に
当
り
、
多
く
の
来
県
者
に
福
井
の
魅

力
を
知
って
い
た
だ
け
る
よ
う
お
も
て
な
し
に
万
全
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
関
係
者
が

一丸
と
な
って
競
技
力
の
最
後
の
仕
上
げ
を
行
い
、
総
合
優
勝
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
豊
富
な
知
識
や
経
験
を
活
か

し
、
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
を
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
支
え
合
い
活
動
の

担
い
手
と
し
て
も
、
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
会
員
の

皆
様
の
健
康
長
寿
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ 

福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
お
元
気
で
新
春
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
は
、「
の
ば
そ
う
！

健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
健
康
づ
く
り
、
友
愛
活
動
、

奉
仕
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正
で
、
比
較
的
軽
度
の
要
支
援
者
の
サ
ー
ビ
ス
が
市

町
が
行
う
「
新
地
域
支
援
事
業
」
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
県
内
の
市
町
に
お

い
て
も
実
情
に
応
じ
た
多
種
・
多
様
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事

は
、
私
た
ち
高
齢
者
に
と
って
重
要
で
深
い
か
か
わ
り
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
安
全
・
安

心
の
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
元
気
な
高
齢
者
の
知
識
や
経
験
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
、
こ
う
し
た
地
域
社
会
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、
地
域
の
中
で
互
い
に
支

え
合
い
、
自
分
ら
し
い
活
躍
の
場
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
今
日
ま
で
に

培
って
き
た
健
康
づ
く
り
や
、一人
暮
ら
し
の
在
宅
訪
問
や
サ
ロ
ン
活
動
を
い
ま
一歩
進
め
、

多
世
代
や
関
係
団
体
と
連
携
し
て
地
域
と
と
も
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
地
域
か

ら
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
理
解
が
進
み
、
高
齢
者
の
輪
が
広
が
る
も
の
と
信
じ
て
お

り
ま
す
。

　

私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
平
成
26
年
度
よ
り
平
成
30
年
度
ま
で
の
５
年
間

「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
」
を
展
開
し
て
お
り
、
当
県
老
連
に
お
い
て
も
こ
れ
に

呼
応
し
て
「
１
万
人
会
員
増
強
運
動
」
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
運
動
も
最
後

の
年
と
な
り
、
今
年
も
私
た
ち
は
「
新
地
域
支
援
事
業
」
の一端
を
担
い
、
活
動
し
て

い
く
こ
と
を
通
じ
仲
間
を
増
や
す
運
動
に
つ
な
げ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
50
年
ぶ
り
に
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
」
が
開
催
さ
れ
、
県
下

各
地
で
競
技
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
様
々
な
立

場
で
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
福
井
国
体
を
盛
り
上
げ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆
様
の
更
な
る
ご
活
躍
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

会
長
　

八
十
島
　
幸
雄

戌

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

顧
　 

問
西
川
　
一
誠

会
　 

長
八
十
島
幸
雄
（
越
前
市
）

副
会
長
板
谷
　
悌
三
（
福
井
市
）

〃

早
　
誠
紀
（
小
浜
市
）

〃

藤
本
　
澄
子
（
鯖
江
市
）

理
　 

事
竹
中
　
弘
（
敦
賀
市
）

〃

山
本
　
鐵
夫
（
大
野
市
）

〃

伊
藤
　
俊
一
（
勝
山
市
）

〃

山
下
　
忠
（
鯖
江
市
）

〃

浅
田
　
茂
吉
（
あ
わ
ら
市
）

〃

五
十
嵐
二
三
男
（
坂
井
市
）

〃

和
田
　
高
枝
（
永
平
寺
町
）

〃

相
木
　
正
勝
（
池
田
町
）

〃

杉
本
　
哲
男
（
南
越
前
町
）

〃

池
上
栄
一
郎
（
越
前
町
）

〃

植
村
　
光
男
（
美
浜
町
）

〃

山
下
　
孝
之
（
高
浜
町
）

〃

湯
上
　
忠
明
（
お
お
い
町
）

〃

中
島
　
正
昭
（
若
狭
町
）

〃

高
松
　
康
二
（
県
社
協
専
務
理
事

）

常
務
理
事
田
中
　
喜
吉
（
県
老
連
事
務
局
長

）

監
　

事
廣
部
　
重
紀
（
福
井
市
）

〃

森
　
茂
樹
（
敦
賀
市
）

評
議
員
西
川
　
征
男
（
福
井
市
）

〃

今
田
　
一
榮
（
坂
井
市
）

〃

和
田
昭
十
四
（
永
平
寺
町
）

〃

三
上
　
利
明
（
鯖
江
市
）

〃

福
住
　
純
一
（
越
前
市
）

〃

岩
本
　
康
久
（
小
浜
市
）

〃

三
田
　
幸
男
（
高
浜
町
）

〃

重
久
　
博
子
（
福
井
市
）

〃

船
木
　
麻
央
（
県
長
寿
福
祉
課
長

）
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～
京
都
府
京
都
市
に
て
開
催
～
　
　

　

10
月
18
日
・
19
日
の
二
日
間
、
京
都
府
京
都
市
に
お
い
て
第

46
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら

１
６
０
０
名
余
り
の
会
員
・
関
係
者
が
参
集
し
、
本
県
か
ら
は

27
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
の一日
目
は

　
　

第
１
部
会　

�

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
新
地
域
支
援
事
業
に

活
か
す

　
　

第
２
部
会　

��

組
織
的
推
進
に
よ
る
会
員
増
強
運
動
の

　
　
　
　
　
　
　

展
開

　
　

第
３
部
会　

演
じ
る
活
動

の
三
つ
の
活
動
交
流
部

会
が
設
け
ら
れ
、
第

１・
２
部
会
で
は
事
例

発
表
を
中
心
に
活
発
な

情
報
・
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

八
十
島
幸
雄
県
老
連
会

長
が
第
１
部
会
の
座
長

を
務
め
ま
し
た
。
そ
し

て
、
第
３
部
会
「
演
じ

る
活
動
」
で
は
、
創
作

舞
踊
劇
、
男
性
コ
ー
ラ

ス
な
ど
６
団
体
に
よ
り

ス
テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ
、
併
せ
て
活
動
状
況
な
ど
も
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
八
幡
市
老
連
女
性
部
に
よ
る
手
話
コ
ー
ラ
ス
「
京

の
わ
ら
べ
歌
」
で
の
京
都
の
町
の
案
内
に
始
ま
り
、
真
宗
大
谷

派
僧
侶
・
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
川
村
妙
慶
氏
の
「
心
の
荷
物
を
お
ろ
す

１
０
８
の
知
恵
～
一
人
一
人
が
輝
く
生
き
方
に
～
」
と
題
し
た
講

演
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

宮
津
祭
「
浮
太
鼓
」
が
披
露

さ
れ
た
あ
と
、
式
典
で
は
、
厚

生
労
働
大
臣
表
彰
、
全
国
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
、

大
会
宣
言
の
採
択
が
行
わ
れ
、

最
後
に
「
青
い
山
脈
」
を
全

員
で
歌
い
閉
幕
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
県
か
ら
表
彰
を

受
け
ら
れ
た
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。

第
46
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

◇
育
成
功
労
表
彰

　
　
福
田  

　稔（
前
県
老
連
評
議
員
）

　
　竹
中  

　弘（
県
老
連
理
事
）

◇
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　
　
舟
津
寿
会（
あ
わ
ら
市
）

◇
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

　
　
中
名
田
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
小
浜
市
）

全国老人クラブ連合会会長表彰

◇
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
表
彰

　
　
堀
内  
英
治（
前
県
老
連
会
長
）

　
　藤
本  
澄
子（
県
老
連
副
会
長
）

◇
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　
　
佐
田
東・西
老
人
ク
ラ
ブ（
美
浜
町
）

◇
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

　
　
池
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

厚生労働大臣表彰

社会的な孤立が進む中で、あらためて地域の絆をどう回復させるのかが問われている。
これこそ、老人クラブ活動の原点である。

第２部会 「組織的推進による会員増強運動の展開」助言者より第２部会 「組織的推進による会員増強運動の展開」助言者より
（助言者：元日本福祉大学教授　中川晴夫 氏）

（大会資料より一部抜粋）

〇老人クラブ会員の加入・組織化に関わる諸課題
　　◆老人クラブが「内向性症候群（シンドローム）」に陥っていないか
　　◆どのような「組織づくり」「仲間づくり」をめざすのか
　　　①「無気力・無関心・無責任」から「共感・共鳴・ 協働」の活動へ
　　　　（であい⇒ふれあい⇒わかちあい・育ち合いの活動へ）
　　　②「去る者は追わず」から「去る者を追う」活動へ
　　　③「来るものは拒まない組織」から「来たくなる組織づくり」へ
〇リーダーのための覚書
　　　①活動は「やりたい」と思ったときが一番の旬・指導者は、始動者
　　　②課題を抱えた人たちのニーズに応えるのが基本（「傾聴」が大切）
　　　③「気が付き人間」を育てよう
　　　④すべての人間は違うということを前提に（「十人十色」「異なる価値観」）
　　　⑤異質集団づくりを進めよう（「同質集団の中では人間は成長しない」）
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第
44
回
福
井
県

老
人
ク
ラ
ブ
大
会

が
、
10
月
25
日
勝

山
市
民
会
館
に
お

い
て
盛
大
に
開
催

さ
れ
、
県
下
17
市

町
連
合
会
の
代
表

約
６
０
０
名
が
参

加
し
、
会
員
増
強
、

健
康
づ
く
り
、
地

域
支
援
活
動
の
推

進
な
ど
を
誓
い
ま
し

た
。

　

第
１
部
式
典
は
、
伊
藤
俊
一
勝
山
市
高
連
会
長

の
歓
迎
の
こ
と
ば
に
始
ま
り
、
八
十
島
幸
雄
県
老

連
会
長
が
「
新
地
域

支
援
事
業
は
、
健
康

づ
く
り
・
介
護
予
防

活
動
、
見
守
り
や
サ
ロ

ン
と
い
っ
た
友
愛
活
動

等
、
私
た
ち
が
こ
れ
ま

で
取
り
組
ん
で
き
た

活
動
の
延
長
線
上
に

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
活

動
を
さ
ら
に一
歩
進
め
、

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
担
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
挨
拶
。
続
い
て
西
川
知
事
よ
り
勝
山
市
の
福
田

稔
さ
ん
ら
15
名
の
方
に
県
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労

者
知
事
感
謝
状
、
八
十
島
会
長
よ
り
長
年
に
わ
た

り
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
29
名
と
優
良
ク
ラ
ブ

7
団
体
に
県
老
連
会
長
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
活
動
賞
6
団
体
と
会
員
増
強
運
動
表
彰
と

し
て
会
員
数
10
名
以
上
純
増
の
ク
ラ
ブ
15
団
体
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

局
長
の
谷
野
香
氏
が
「
老
人
ク
ラ
ブ
の
歴
史
と
現

状
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
」
と
題
し
て
講
演
、
本
県

の
老
人
ク
ラ
ブ
の
歴
史
に
も
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
後
、
地
元
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
園
児
達
に
よ
る

元
気
いっ
ぱ
い
の
組
体
操
や
地
元
老
連
女
性
部
の
踊

り
、
左
義
長
ば
や
し

保
存
会
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
左
義
長
太
鼓
が
披

露
さ
れ
、
最
後
に
大

会
宣
言
の
採
択
、
来

年
度
開
催
の
高
浜

町
で
の
再
会
を
期
し

て
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

八　

木　

繁
太
郎
（
福
井
市
）

市　

橋　

洋　

子
（
福
井
市
）

戸　

田　

富　

三
（
敦
賀
市
）

池　

田　

禎　

夫
（
小
浜
市
）

島　

田　

一　

成
（
大
野
市
）

福

田　
　

稔
（
勝
山
市
）

山

下　
　

忠
（
鯖
江
市
）

丸　

子　

須
美
子
（
あ
わ
ら
市
）

板　

谷　

悌　

三
（
福
井
市
）

平　

馬　

菊　

子
（
福
井
市
）

居　

村　

信　

夫
（
福
井
市
）

竹　

澤　

輝　

治
（
福
井
市
）

大　

村　

敏　

夫
（
福
井
市
）

赤　

井　

勇　

夫
（
福
井
市
）

中　

川　

賢　

一
（
敦
賀
市
）

森　
　
　

茂　

樹
（
敦
賀
市
）

髙　

木　

光　

夫
（
敦
賀
市
）

松　

井　

勇　

於
（
小
浜
市
）

松　

田　

一　

郎
（
大
野
市
）

九
頭
龍　

加
代
子
（
大
野
市
）

齋　

藤　

正　

之
（
鯖
江
市
）

清　

水　

吉　

一
（
鯖
江
市
）

宇　

野　

須
恵
一
（
鯖
江
市
）

山　

本　
　
　

昭
（
越
前
市
）

五
十
嵐　

二
三
男
（
坂
井
市
）

福　

田　
　
　

務
（
永
平
寺
町
）

宇　

原　
　
　

好
（
池
田
町
）

向　

當　

み
つ
子
（
越
前
町
）

原　
　
　

智
津
榮
（
美
浜
町
）

川　

㞍　

孝　

子
（
お
お
い
町
）

古　

畑　

昭　

正
（
あ
わ
ら
市
）

竹　

内　

英　

宏
（
あ
わ
ら
市
）

熊　

野　

哲　

夫
（
越
前
市
）

土　

井　

三　

千
（
越
前
市
）

帰　

山　

利　

英
（
越
前
市
）

向　

嶋　

幸　

子
（
越
前
市
）

堤
　

　

甫
（
坂
井
市
）

中　

林　

道　

男
（
坂
井
市
）

宮　

嶋　

昭　

市
（
坂
井
市
）

水　

野　

政　

男
（
永
平
寺
町
）

野　

村　

妙　

子
（
南
越
前
町
）

橋　

谷　

博　

司
（
越
前
町
）

原　
　

榮

子
（
越
前
町
）

庄　

司　

庫　

雄
（
お
お
い
町
）

第
44
回
　
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
開
催

平
成 

　
年
度
　
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
育
成
功
労
者
知
事
感
謝
状
被
贈
呈
者

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
功
労
者
表
彰

29

平
成 

　
年
度
　
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
会
　
長
　
表
　
彰

29
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粟
野
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
敦
賀
市
）

国
富
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
小
浜
市
）

大
野
長
生
会
第
26
ク
ラ
ブ

（
大
野
市
）

金
津
第
１
老
人
ク
ラ
ブ

（
あ
わ
ら
市
）

花
み
ず
き
会

（
越
前
市
）

吉
野
第
一
老
人
ク
ラ
ブ

（
永
平
寺
町
）

宿
寿
会

（
越
前
町
）

六
条
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
六
寿
会

（
福
井
市
）

松
岡
地
区
健
康
長
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
永
平
寺
町
）

中
藤
島
東
部
長
寿
会

（
福
井
市
）

丸
山
福
寿
会

（
福
井
市
）

東
郷
弥
生
会

（
福
井
市
）

富
田
老
人
会

（
勝
山
市
）

下
新
庄
老
人
ク
ラ
ブ

（
鯖
江
市
）

延
寿
会

（
鯖
江
市
）

定
次
福
寿
会

（
鯖
江
市
）

蓬
莱
ク
ラ
ブ

（
越
前
市
）

花
み
ず
き
会

（
越
前
市
）

北
日
野
第
１
ク
ラ
ブ

（
越
前
市
）

浜
四
郷
長
寿
会

（
坂
井
市
）

木
部
新
保
ク
ラ
ブ

（
坂
井
市
）

芝
原
元
気
ク
ラ
ブ

（
永
平
寺
町
）

湯
尾
長
寿
会

（
南
越
前
町
）

白
寿
会

（
お
お
い
町
）

蓬
莱
ク
ラ
ブ

（
越
前
市
）

神
明
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
鯖
江
市
）

不
老
長
寿
会

（
越
前
市
）

池
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
池
田
町
）

鋳
物
師
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ

（
南
越
前
町
）

大　会　宣　言

　老人クラブでは、これまで地域の一員として、健康づくりや友愛活
動を通じ支援を必要とする高齢者の見守りや日常的な生活支援に取
り組んできました。
　高齢者が増え続けるわが国は、要介護者の増加や高齢者の孤立、
消費者被害などの課題に直面する中、介護保険制度の見直しで、各
市町では、新地域支援事業に取り組み、高齢者を行政や地域団体
などと協働して支える体制の整備が求められています。
　私たち老人クラブは、これまでの活動経験をもとに、市町が行う新
地域支援事業に参画し、高齢者が住み慣れた地域で安心して長く暮
らし続けられるよう事業活動に取り組んでいきます。
　また、仲間の輪を広げる会員増強運動は、５年計画の４年目を迎え、
これまでの声かけや体験型の勧誘に加え、自治会と連携した取り組
みを行うなど、運動の強化を図る必要があります。
　平成 30 年には、本県において「福井しあわせ元気国体・福井しあ
わせ元気大会」が開催されます。スポーツの感動を広め、未来へつな
がる国体を実現するために、県民が一体となった気運の醸成が求めら
れています。
　「小さくてもキラリと光る　誇りと活力に満ちたふるさと」ここ勝山市
に集う老人クラブ代表者は、「のばそう！健康寿命、担おう！地域づく
りを」のメインテーマのもと、次の事項の実践を誓い、ここに宣言し
ます。

　一、福井県老人クラブ
　　　「１万人会員増強運動」の推進
　一、高齢者の暮らしを支える
　　　「新地域支援活動」への参画
　一、健康寿命をのばす
　　　「健康づくり・介護予防活動」の充実
　一、消費者被害防止に向けた活動の実践
　一、高齢者の尊厳が守られる社会保障制度の確立
　一、 国体に向けた「宣言」の実践
　　　（平成 27 年 6 月 16 日　会長会議において採択）

平成 29 年 10 月 25 日　　
第 44 回　福井県老人クラブ大会

平
成 

　
年
度
　
活
動
賞

会
員
増
強
運
動
表
彰

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
特
別
賞
」

　
　
　
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

29

　◆老人クラブ前史
　　　尚歯会・講（念仏講・頼母子講・無尽講など）が
　　　源流
　　　※尚歯会（しょうしかい、しょうしのえ）
　　　　⇒「尚歯」とは高齢を尊ぶこと。「尚」は尊ぶ、
　　　　　「歯」は年齢の意。
　　　　⇒平安時代、元慶元年（877 年）に大納言
　　　　　南淵年名卿が京都小野山荘（現．赤山禅
　　　　　院）において高齢者（7叟）と集い、詩歌・
　　　　　遊楽を楽しんだ。

　◆尚歯会の変遷
　　　平安時代：貴族の高齢者の集い
　　　江戸時代：領主の領民サービス
　　　明治時代：庶民の敬老行事・地域高齢者の集い

　◆戦後の老人クラブの始まり
　　　戦後の荒廃した社会にあって、”老後の幸せは
　　　自らの手で開こう ”とする先覚者たちが、老後
　　　に不安を感じている老友や、老後の問題に関
　　　心を寄せる人々に呼びかけ、次々に老人クラブ
　　　を結成していった。

　◆福井県の老人クラブ
　　　昭和 32 年：初めて藤岡村老人福祉会が誕生
　　　昭和 33 年：福井県老人クラブ連合会が発足
　　　　　　　　 （389 クラブ、12,717名）
　　　昭和 34 年：県下ほぼ全域にクラブが結成される
　　　　　　　　 （828クラブ、33,135 名）
　　　　　　　　　　　※藤岡村･･･現在の福井市中心部の東方一帯
　　　　　　　　　　　　　　　　　（一部、講演資料より引用抜粋）

〇老人クラブの歴史
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  団体戦
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　

優　勝
準優勝
第３位　

福 井 市
あ わ ら 市
越 前 町

  個人戦
　　　　　　　　　　　　　　　　　660点
　　　　　　　　　　　　　　　　　630点
　　　　　　　　　　　　　　　　　600点

優　勝
準優勝
第３位　

（越前町）
（福井市）
（福井市）

青 山　高 四
斉 藤　達 雄
小 口　淺 男

  交流戦（１位）
60～69歳　男子 １位
70～74歳　男子 １位
75～79歳　男子 １位
80～84歳　男子 １位
85 歳以上　男子 １位

益 留　幸 雄
下 家　征 男
高 山　国 男
木  村桂一郎
高 尾　茂 市

女子 １位
女子 １位
女子 １位
女子 １位
女子 １位

多 田　静 江
獅子原ゆり子
伊 藤　久 子
沢 田　浩 子
竹 田　善 江

　県老連会長杯公式ワナゲ交流大会が、11 月 17 日福井市の健康の森けんこうスポーツセンターにおいて開催され、
17 市町から選抜された 299 名の選手が出場しました。
　競技は、午前に個人戦、午後には各市町老連選抜 10 名による団体戦と団体戦に出場しない選手による交流戦を
行い、いずれも単独投輪方式 3ゲームの合計点で順位を決定しました。
　選手の皆さんは、日頃の練習の成果を発揮しようと真剣な眼差しで一投を投じ、今回パーフェクト達成者も11名と、
選手の集中力とレベルの高さがうかがえました。会場では、高得点が出る度、拍手と歓声が沸き、緊張感漂う中に
も和気藹 と々したムードが感じられ、大会はおおいに盛り上がりました。また、公式ワナゲ初心者の方も出場し、競
技志向の方のみならず多くの方が楽しめる大会となりました。
　熱戦の結果、個人戦では越前町の青山高四さんが二連覇を達成しました。その他の結果は次のとおりです。また、
今回の最高齢プレーヤーは越前市の男性 91歳でした。

～輪で 話と 和を～～輪で 話と 和を～

　133gのリングを2ｍ離れた位置から投げる公式ワナゲには、
　①バランス感覚　②調整力　③筋力を養う　　といった運動効果があり、
「考えて投げる」ゲームは頭の柔軟な働きを育てます。
　両足を踏ん張って膝の屈伸を利用して投げると、自然とスクワットのよう
に足腰を鍛えることができます。１ゲーム行うと、おおよそ 90ｍ歩くのと
同じ程度のカロリーを消費するそうです。
　公式ワナゲは年齢に関係なく、冬場もできるニュースポーツです。
　皆さんも始めてみませんか？

県老連会長杯公式ワナゲ交流大会開催

公 式 ワ ナ ゲ 豆 知 識

ふくい健康長寿祭2017 「趣味の作品展」開催ふくい健康長寿祭2017 「趣味の作品展」開催
　「ふくい健康長寿祭2017」の生きがい関連イベント「趣味の作品展」
が、9月16日勝山市民会館において本会主管により開催されました。
　会場には畳一畳程の大きさの迫力ある工芸品や繊細で細やかな手芸
品、絵画、書等、県内各地の老連より出展された94点の力作が並び、見応
えのある作品展となりました。当日は生憎な空模様でしたが、来場された
方も巧みな腕前に感心することしきりで、元気高齢者を県民にアピール
することができました。
　今年度も審査員により大会長賞１名を、来場者の投票により県老連会
長賞5名を決定いたしました。なお、今回は最高齢出展者102歳の方に特
別賞が授与されました。

早く距離感を掴むことが大切です！
　大会ともなれば大きな会場でたくさんの輪投げ台を並べます。奥行や輪投げ台の
間隔が広く天井も高いです。私たちは輪投げ台だけでなく周りにある様 な々ものを無
意識に見ながら距離感を掴んでいます。そのため大会会場では上手く距離感を掴む
ことができていません。普段から輪投げ台を置く場所、投げる方向を変えるなどしな
がら練習すると良いでしょう。

①横の列から狙いましょう！
　縦の列を狙うと投げる距離感が変わり、力加減が難しくなります。横の列であれば
　同じ力で投げればいいので、手前・真ん中・奥と３通りの力加減で済みます。
②苦手な数字を集中的に練習しましょう！
　投げる順番を決めるのも良いですが、そうすると最後に狙う棒はどうしても練習不
　足になります。（１本外れた場合、投げないまま終わる）
③最後はやはり地道な練習が一番です！
　距離感を掴むことも方向性も安定性も練習量がものを言います。どうすれば上達
　するのか考えながら練習するのも公式ワナゲの楽しさです。

大会開催にあたり、講師としてお迎えした日本ワナゲ協会
公認講師 西尾 和久 氏 にお聞きしました。

公式ワナゲ大会対策！

大会で練習の
成果を発揮する
には･･･？

良い点数を
取るには･･･？

や っ て み よ う ! 楽 し も う !

  ふくい健康長寿祭大会長賞
　　　　　　　　　　　　　　　　　工芸「竹絵画」

  福井県老人クラブ連合会会長賞
　　　　　　　　　　　　　　　　　絵画「肖像画」
　　　　　　　　　　　　　　　　　木工「こね鉢」
　　　　　　　　　　　　　　　　　手芸「ちりめんの節句飾り」
　　　　　　　　　　　　　　　　　工芸「コスモス」（押し花絵）
　　　　　　　　　　　　　　　　　工芸「ピエロ」（切り絵）
　　　　　　　　　　　　　　　　　絵画

第１位
第２位
第３位
第４位
第５位
特別賞　

（勝山市）

（鯖江市）
（越前市）
（鯖江市）
（越前市）
（勝山市）
（鯖江市）

中村　厚見

加藤　　 肇
小泉　良男
沢田フジエ
鈴木　花江
伊藤　和子
定政ヲユリ
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ふくい健康長寿祭2017 「趣味の作品展」開催ふくい健康長寿祭2017 「趣味の作品展」開催
　「ふくい健康長寿祭2017」の生きがい関連イベント「趣味の作品展」
が、9月16日勝山市民会館において本会主管により開催されました。
　会場には畳一畳程の大きさの迫力ある工芸品や繊細で細やかな手芸
品、絵画、書等、県内各地の老連より出展された94点の力作が並び、見応
えのある作品展となりました。当日は生憎な空模様でしたが、来場された
方も巧みな腕前に感心することしきりで、元気高齢者を県民にアピール
することができました。
　今年度も審査員により大会長賞１名を、来場者の投票により県老連会
長賞5名を決定いたしました。なお、今回は最高齢出展者102歳の方に特
別賞が授与されました。

早く距離感を掴むことが大切です！
　大会ともなれば大きな会場でたくさんの輪投げ台を並べます。奥行や輪投げ台の
間隔が広く天井も高いです。私たちは輪投げ台だけでなく周りにある様 な々ものを無
意識に見ながら距離感を掴んでいます。そのため大会会場では上手く距離感を掴む
ことができていません。普段から輪投げ台を置く場所、投げる方向を変えるなどしな
がら練習すると良いでしょう。

①横の列から狙いましょう！
　縦の列を狙うと投げる距離感が変わり、力加減が難しくなります。横の列であれば
　同じ力で投げればいいので、手前・真ん中・奥と３通りの力加減で済みます。
②苦手な数字を集中的に練習しましょう！
　投げる順番を決めるのも良いですが、そうすると最後に狙う棒はどうしても練習不
　足になります。（１本外れた場合、投げないまま終わる）
③最後はやはり地道な練習が一番です！
　距離感を掴むことも方向性も安定性も練習量がものを言います。どうすれば上達
　するのか考えながら練習するのも公式ワナゲの楽しさです。

大会開催にあたり、講師としてお迎えした日本ワナゲ協会
公認講師 西尾 和久 氏 にお聞きしました。

公式ワナゲ大会対策！

大会で練習の
成果を発揮する
には･･･？

良い点数を
取るには･･･？

や っ て み よ う ! 楽 し も う !

  ふくい健康長寿祭大会長賞
　　　　　　　　　　　　　　　　　工芸「竹絵画」

  福井県老人クラブ連合会会長賞
　　　　　　　　　　　　　　　　　絵画「肖像画」
　　　　　　　　　　　　　　　　　木工「こね鉢」
　　　　　　　　　　　　　　　　　手芸「ちりめんの節句飾り」
　　　　　　　　　　　　　　　　　工芸「コスモス」（押し花絵）
　　　　　　　　　　　　　　　　　工芸「ピエロ」（切り絵）
　　　　　　　　　　　　　　　　　絵画

第１位
第２位
第３位
第４位
第５位
特別賞　

（勝山市）

（鯖江市）
（越前市）
（鯖江市）
（越前市）
（勝山市）
（鯖江市）

中村　厚見

加藤　　 肇
小泉　良男
沢田フジエ
鈴木　花江
伊藤　和子
定政ヲユリ
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福
井
市
　
六
条
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
六
寿
会

　

平
成
23
年
度
か
ら
、
地
域
の
小
学
生
児
童
と
の
交

流
活
動
を
通
し
て
「
エ
コ
活
動
」
の
啓
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
夏
休
み
期
間
中
に
は
、
エコ
活
動
「
特

別
共
同
学
習
」
を
企
画
し
、
児
童
と一
緒
に
地
球
温

暖
化
や
太
陽
光
発
電
等
の
講
義
を
聞
い
た
り
、
エコ
物

品
づ
く
り
や
太
陽
光
を
利
用
し
た
実
験
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
年
に
１
度
、
児
童
と
給
食
を
共

に
し
な
が
ら
、
昔
の
物
が
無
か
っ
た
時
代
の
食
べ
物
の

話
や
遊
び
、
地
域
の
建
物
や
風
景
、
乗
り
物
の
移
り

変
わ
り
等
を
話
題
に
話
し
聞
か
せ
、
エ
コ
活
動
に
対

す
る
関
心
を
深
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
毎
月

10
日
を「
ト
レ
イ
の
日
」

と
定
め
、
あ
い
さ
つ
運

動
も
兼
ね
て
、
児
童
が

ト
レ
イ
や
牛
乳
パッ
ク
、

ア
ル
ミ
缶
な
ど
を
持
参

し
、
会
員
が
分
別
収

集
し
て
ス
テ
ー
シ
ョン
ま

で
運
ん
で
い
ま
す
。

　

世
代
間
交
流
と
し
て
始
め
た
活
動
で
す
が
、
こ
の

活
動
を
通
し
て
児
童
の
み
な
ら
ず
各
世
代
に
「
エ
コ

活
動
」
へ
の
認
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後

は
地
域
全
体
に
拡
大
す
る
こ
と
を
目
標
に
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

永
平
寺
町
　
松
岡
地
区
健
康
長
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

今
か
ら
69
年
前
に
起

き
た
福
井
大
震
災
。
そ

の
体
験
者
も
高
齢
化

し
、
年
々
減
少
す
る
な

か
、
悲
惨
な
体
験
を
教

訓
と
し
て
次
世
代
へ
語

り
継
ぐ
た
め
に
、
平
成

28
年
6
月
28
日
、
福
井

震
災
の
日
を
発
足
日
と

し
て
「
語
り
部
の
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
実
態
把
握
の
た
め
震
災
を
体
験
し
た
高
齢

者
を
取
材
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
世
帯
に
チ
ラ
シ
を

配
布
し
て
体
験
談
を
募
集
し
、
そ
れ
を
基
に
紙
芝
居

を
作
成
し
ま
し
た
。
紙
芝
居
を
使
っ
た
語
り
に
は
臨

場
感
が
あ
り
、
体
験
者
自
身
の
震
災
時
の
不
安
や
孤

独
、
恐
怖
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

現
在
は
、
語
り
部
と
し
て
小
中
学
校
、
公
民
館

及
び
福
祉
施
設
等
を
ま
わ
り
、
紙
芝
居
を
通
し
て
震

災
を
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
人
や
若
い
世
代
に
も
、
震

災
の
恐
ろ
し
さ
、
防
災
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
現
在
、
集
ま
っ
た
体
験
談
に
よ
る
記
録
集
を

作
成
中
で
す
。鯖

江
市
　
神
明
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

毎
年
12
月
に
な
る
と
、
地
区
の
公
民
館
及
び
隣
接

す
る
施
設
の
玄
関
先
に
設
置
す
る
門
松
を
、
20
数
年

来
つ
く
り
続
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
１
対
ず
つ
計

４
ヶ
所
に
設
置
し
ま
す
が
、
材
料
と
な
る
竹
、
松
、

熊
笹
、
葉
牡
丹
、
南
天
、
囲
い
用
の
藁
等
は
、
各
会

員
が
地
区
内
の
山
林
や
畑
か
ら
集
め
た
も
の
で
、
各

会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
い
る
技
能
を
活
か
し
つ
つ
、

20
～
30
名
が
参
加
し

て
、
皆
が
一
致
協
力
し

て
作
り
上
げ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
活
動
を
続
け
る

こ
と
で
、
地
域
に
貢
献

し
て
い
る
と
い
う
意
識

が
高
ま
り
、
会
員
同

士
の
連
帯
感
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

各
地
の
活
動

２
０
１
７
活
動
賞
受
賞
団
体
の
活
動
か
ら

「
エ
コ
活
動
」
の
啓
発

福
井
地
震
の
教
訓
、
紙
芝
居
で
次
世
代
へ

門
松
づ
く
り
で
地
域
に
貢
献
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越
前
市
　
不
老
長
寿
会

　

サ
ロ
ン
の
取
り
組
み
で
、
地
域
の
高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
を
図
っ
て
い
ま
す
。
比
較
的
女
性
の
参
加
者
が

多
い
サ
ロ
ン
の
中
で
、「
男
性
が
参
加
し
や
す
い
体
制
」

を
作
ろ
う
と
、
男
性
と

女
性
の
二
組
を
設
け
、

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
男

性
に
も
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
以
来
、

そ
れ
ぞ
れ
年
間
計
画

を
立
て
活
動
し
て
い
ま

す
が
、
男
性
サ
ロ
ン
に

は
最
近
若
手
の
入
会

者
も
あ
っ
て
か
、
各
例

会
の
参
加
者
数
も
増

加
傾
向
で
楽
し
く
例
会
が
続
い
て
い
ま
す
。
人
気
は

や
は
り
年
齢
を
問
わ
ず
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
リ
ン
グ
や
囲
碁

ボ
ー
ル
な
ど
の
ニュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
、
年
間
行
事
に
も
多

く
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
講
師
を
招
い
て
の
介
護
教
室
、
小
学
生
と

の
囲
碁
ボ
ー
ル
交
流
会
、
忘
・
新
年
会
は
合
同
の
開

催
で
す
。
特
に
新
年
会
は
両
サ
ロ
ン
あ
げ
て
の
交
流

会
で
、
会
場
と
な
る
公
民
館
ホ
ー
ル
で
は
男
女
入
り

交
じ
って
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
健
康
年
齢
を
高
め
、
元
気
な
高
齢
者
づ
く

り
に
寄
与
し
、
支
え
合
い
助
け
合
い
の
仲
間
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

池
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

冬
に
な
る
と
引
き
こ
も
り
が
ち
な一人
暮
ら
し
高
齢

者
を
対
象
に
、
平
成
21
年
度
よ
り
町
の
温
泉
施
設
で

毎
年
1
～
3
月
ま
で
の
冬
季
限
定
の
3
ヶ
月
間
、
各

月
に
1
回
健
康
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
友
愛
温
泉
サ
ロ
ン
」
と
名
付
け
た
こ
の
サ
ロ
ン
で

は
、
主
に
老
人
家
庭
相
談
員
が
中
心
と
な
っ
て
会
場

設
営
や
準
備
、
運
営
等
を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。
内

容
は
、
町
の
保
健
師
を
招
い
て
の
認
知
症
予
防
講
座

や
減
塩
講
座
、
女
性
部
会
員
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
等
で
、
温
泉
施
設
な
ら
で
は
の
入
浴
タ
イ
ム
な
ど
も

設
け
交
流
を
図
って
い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
を
実

施
す
る
こ
と
で
、

一
人
暮
ら
し
高

齢
者
の
状
況
把

握
も
で
き
、
ま
た
、

参
加
対
象
を
老

人
ク
ラ
ブ
会
員

限
定
と
し
て
い
る

の
で
、
冬
に
な
る

と
こ
の
サ
ロ
ン
に

参
加
し
た
い
が
た

め
に
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
に
な
る
方

も
お
ら
れ
、
加
入
促
進
に
も
つ
な
が
って
い
ま
す
。

南
越
前
町
　
鋳
物
師
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ

　

地
元
の
幼
保
連
携
型
施
設
「
南
条
こ
ど
も
園
」

の
年
長
園
児
の
野
外
活
動
支
援
と
し
て
、
毎
年
「
不

動
ヶ
滝
登
山
」
の
案
内
と
安
全
指
導
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

コ
ー
ス
は
事

前
に
下
見
を
し
、

滑
り
や
す
い
橋

の
補
修
や
水
辺

の
石
整
理
、
山

道
の
下
刈
り
、

案
内
板
の
準
備

等
を
行
い
、
子

ど
も
達
の
安
全

と
危
険
回
避
の

指
導
方
法
な
ど

も
研
究
し
て
子

ど
も
達
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
山
に
生
成
す
る
植
物
の

話
や
獣
害
対
策
、
砂
防
ダ
ム
に
つ
い
て
も
話
を
し
な
が

ら
登
り
、
お
不
動
さ
ん
で
は
、
お
参
り
の
仕
方
を
子

ど
も
達
に
説
明
し
、一緒
に
手
を
合
わ
せ
ま
す
。

　

若
者
が
農
林
業
に
関
わ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た

中
、
山
が
人
間
生
活
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
だ
と
い
う

こ
と
を
知
ら
せ
る
手
立
て
に
な
れ
ば
と
思
って
い
ま
す
。

男
性
も
参
加
し
や
す
い
サ
ロ
ン
づ
く
り

子
ど
も
達
と
「
不
動
ヶ
滝
」
登
山

「
友
愛
温
泉
サ
ロ
ン
」
の
運
営
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い
く
つ
に
な
っ
て
も
夢
を
持
っ
て 

～「
北
府
三
丁
目
夢
ク
ラ
ブ
」立
ち
上
げ
～

越
前
市
い
き
い
き
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
　
　

東
地
区 
北
府
三
丁
目
夢
ク
ラ
ブ
　
　
　

会
長 

大
久
保 

恵
子

◆
日
頃
か
ら
の
地
域
の
つ
な
が
り
を

　

私
が
引
っ
越
し
て
き
た
頃
は
新
興
住
宅
が
ど
ん
ど

ん
増
え
て
い
た
こ
の
町
内
も
、
30
数
年
が
経
っ
た
今
で

は
、
核
家
族
化
が
進
み
、
高
齢
者
世
帯
、
一
人
暮
ら

し
世
帯
、
そ
し
て
空
き
家
や
空
き
地
が
目
立
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
に
は
婦
人
会
や
壮
年

会
と
いっ
た
地
域
活
動
団
体
も
な
か
っ
た
た
め
、
地
域

の
つ
な
が
り
も
希
薄
に
な
って
い
ま
し
た
。
今
後
の
益
々

の
高
齢
化
を
考
え
、「
日
頃
か
ら
の
地
域
の
つ
な
が
り
」

の
重
要
性
を
感
じ
て
い
た
と
こ
ろ
、
平
成
27
年
春
に

町
内
会
長
を
お
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
ず
真
っ

先
に
浮
か
ん
だ
の
は
「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
老
人
ク
ラ
ブ
）

を
作
ら
な
く
て
は
」
と
い
う
思
い
で
し
た
。

◆
町
内
で
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
必
要
性
を
確
認

　

私
自
身
具
体
的
な
知
識
が
な
か
っ
た
の
で
、
ま
ず

市
の
連
合
会
を
訪
ね
「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
に
つ
い
て
い

ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町
内
の

役
員
会
で
提

案
。
社
協
や

地
区
の
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
の

代
表
の
方
に

ご
協
力
を
い

た
だ
き
勉
強

会
を
２
回
開

催
。
続
い
て

班
長
会
で
提

案
。
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
の
必
要

性
な
ど
を
学

習
し
結
成
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

役
員
は
、
個
人
的
な
お
付
き
合
い
の
中
か
ら一本
釣

り
で
お
願
い
し
、
こ
れ
か
ら
の
ク
ラ
ブ
の
あ
り
方
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
規
約
案
を
作
成
。
そ
し
て
町
内
の
全

戸
に
会
員
募
集
の
チ
ラ
シ
を
配
布
。「
少
人
数
で
も

良
い
か
ら
ま
ず
は
活
動
を
」
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

結
果
的
に
41
名
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
会
の

名
前
は
、
総
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
「
北
府
三
丁

目
夢
ク
ラ
ブ
」と
決
定
。“
い
く
つ
に
な
って
も
夢
を
持
っ

て
”
と
の
思
い
か
ら
で
す
。

◆
サ
ロ
ン
活
動
と
地
域
で
子
育
て

　

立
ち
上
げ
と
同
時
に
サ
ロ
ン
も
開
設
し
ま
し
た
。

町
内
に
は
集
会
場
が
無
く
、
活
動
は
町
内
の
福
祉
施

設
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
施
設
に
入

所
さ
れ
て
い
る
方
も
私
た
ち
の
会
に
参
加
さ
れ
て
い
ま

す
。
一方
で
こ
の
施
設
が
地
域
に
開
放
し
て
い
る
サ
ロ
ン

に
も
私
た
ち
会
員
が
参
加
し
、シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
施
設
、

お
互
い
に
相
乗
効
果
を
生
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
核
家
族
の
中
で
若
い
人
達
は
仕
事
や
子
育

て
に
大
変
。
私
た
ち
シ
ニ
ア
が
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と
、

ラ
ジ
オ
体
操
や
交
流
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
を
企
画

し
て
子
ど
も
達
と
交
流
を
図
り
、「
地
域
で
子
育
て
」

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

◆
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
出
番
！

　

持
論
で
す
が
、
勘
違
い
で
も
誤
解
で
も
錯
覚
で
も
、

誰
か
の
た
め
に
役
立
っ
て
い
る
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る

と
感
じ
る
こ
と
は
大
き
な
生
き
が
い
に
繋
が
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
を
発
足
し
て
丸
2
年
、「
顔
見

知
り
の
人
が
増
え
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
が
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
出
番
。
み
ん
な
の
元
気
の
源
、

地
域
の
元
気
の
源
と
な
れ
る
よ
う
、
み
ん
な
で
知
恵

と
力
を
出
し
合
っ
て
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

※ 

越
前
市
東
地
区
で
は
、「
北
府
三
丁
目
夢
ク
ラ
ブ
」

立
ち
上
げ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
同
地
区
に
５
つ
の

単
位
ク
ラ
ブ
が
次
々
と
誕
生
し
ま
し
た
。

会
員
増
強
運
動

会
員
増
強
運
動
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　昭和 48 年から始められた友愛募金運動も昨今の厳しい経済状況の中でありながら、会員皆様の温かい
心と、会長様他関係の皆様のご理解、ご協力をいただき、平成 29 年度も9,448,102 円と多くの浄財が寄せ
られました。
厚くお礼申し上げます。
　お寄せいただきましたこの募金は、委員会にお諮りし、627 名の在宅療養してい
る老友および、その介護にあたるご家族へのお見舞い品や火災などの災害見舞
金のほか、クラブ活動に必要な助成費や地元市町老連が行う友愛活動事業費に
あてさせていただいております。
　なお、閉じこもり防止や仲間づくりを目的とした老連独自のサロン活動の充実に、
今年度も１０％の還元を地元市町老連に実施しましたので、積極的な取り組みをよ
ろしくお願い致します。

平成29年度　市町別友愛募金配分状況
市町名 会員数 ( 人 )

総　額
100％　( 円 )

県老連納入額
40％　( 円 )

市町活動費（還元金）
50％　( 円 )

ふれあい活動資金（還元金）
10％　( 円 )

1 福 井 市 8,802 988,440 395,376 494,220 98,844

2 敦 賀 市 4,747 745,961 298,385 372,980 74,596

3 小 浜 市 3,214 518,186 207,275 259,093 51,818

4 大 野 市 3,324 625,097 250,039 312,548 62,510

5 勝 山 市 1,762 337,360 134,944 168,680 33,736

6 鯖 江 市 3,695 670,310 268,124 335,155 67,031

7 あ わら市 3,220 518,968 207,587 259,484 51,897

8 越 前 市 6,901 1,258,167 503,266 629,084 125,817

9 坂 井 市 4,624 813,765 325,506 406,883 81,376

10 永 平寺町 1,835 356,535 142,614 178,268 35,653

11 池 田 町 505 101,594 40,638 50,796 10,160

12 南 越前町 1,786 352,969 141,188 176,485 35,296

13 越 前 町 3,517 654,090 261,636 327,045 65,409

14 美 浜 町 1,840 303,000 121,200 151,500 30,300

15 高 浜 町 2,445 385,160 154,064 192,580 38,516

16 お おい町 1,326 245,700 98,280 122,850 24,570

17 若 狭 町 2,990 572,800 229,120 286,400 57,280

計 56,533 9,448,102 3,779,242 4,724,051 944,809

友愛募金にご協力ありがとうございました

『いきいきダイアリー』　（発行元：全国老人クラブ連合会）
　「いきいきチェック」は、いきいきとした１日を送る意欲や気力を引き
出すきっかけづくりにつながる 10項目です。ダイアリーには 12か月分の
チェックシートをはじめ 10項目の解説等が掲載されています。
　閉じこもりがちな高齢者やクラブ活動への参加が少なくなっている方々
の、いきいきとした毎日を応援する教材としてご活用ください。

【１冊 200 円（税込・送料別）】
※お問い合わせは、県老連事務局（0776-24-4853）または最寄りの市町老連事務局まで

在宅療養高齢者・
介護者の御見舞品

　御見舞品を受け取られた
ご家族からは、皆様の活動
が心の支えになっていると
御礼の電話や手紙が届いて
います。

今治タオルセット

  「活動教材」のご紹介
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　平成26年度に会員の有志で「みまわり隊」を結成し、地元小学校児
童の登校を見守る活動に取り組んでいます。結成当初は、毎週一回、月
曜日のみの活動でしたが、続けていくうち「雨が降る日、雪が降る日も
危険だから…」とだんだん見守る日が増えていき、今では、毎朝10名の
会員が交差点8ヶ所に立ち続け、誘導、声かけを行っています。
　毎朝の子ども達の元気なあいさつに、私達も元気をもらっています。
何よりうれしかったことは、学校のイベントに招待されたことです。子ど
も達と交流し、楽しいひと時を過ごすことができました。そして、子ども
達から私達一人ひとりに手渡されたお礼のメッセージ入りの感謝状は、
「私達の宝物」となっています。

～のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを～～のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを～

「みまわり
隊」　～子ども見守り活動～「みまわり
隊」　～子ども見守り活動～

大野市 大野長生会第26クラブ

注意

○福井県消費生活センター
○福井県嶺南消費生活センター
○消費者ホットライン

☎（0776）22-1102
☎（0770）52-7830
☎188（イヤヤ）　お近くの消費者相談窓口につながります。


